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主  論  文  の  要  旨  
Prognostic implications of prealbumin level on admission in patients with 
acute heart failure referred to a cardiac intensive care unit  
（ CCU に入院した急性心不全患者におけるプレアルブミン値の予後的意味）                     
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【要  旨】  
急性心不全入院患者の入院時プレアルブミン値と長期的な予後の関係につ
いて検討した。東京女子医科大学病院 CCU に 2014 年 1 月から 2017 年 2 月の間
に急性心不全の診断で入院した患者（ 322 人）のうち、CCU 入院時にプレアルブ
ミンを測定することが可能であった 186 人を後ろ向きに検討した。  
経過中の総死亡に対する ROC 曲線から算出したプレアルブミンのカットオフ







入院時のプレアルブミン値が 14 mg/dL 以下は、急性心不全入院患者の生命
予後不良因子であった。入院時にプレアルブミン値を測定することが、急性心
不全患者のリスク層別化に有用である可能性が考えられた。  
